
排泄委員会 
 
 
目標  

排泄に関する知識を活かし、正しいおむつの当て方を

広めて基本的な排泄ケアの定着を図る 

  

年間計画 
 

1. 実技を主とした研修を年 2 回行い、排泄介助の意義と根拠に

基づいた技術・正しいおむつの当て方を周知する  

・ 正しいおむつの当て方を実践してもらうために、座学だけで

はなく実技を重要視した研修を行う 

・ おむつの当て方研修を７月と２月の年２回行う。７月は「基本

編」、２月は「応用編」としてそれぞれ研修内容を変えること

で、排泄ケアの重要性を定着させていく 
 

2. 適切な当て方の実践が出来ているか委員やユニットリーダー

を中心に確認し、改善点の指導をしていく 

・ 研修後 2 週間を「おむつの当て方強化週間」として、正しい  

当て方のチェック・改善を行う 

・ 研修前後に「おむつの当て方強化週間」のポスターを掲示  

し、正しいおむつの当て方の啓発活動を行う 
 

3. 排泄に関連する体操・レクリエーションの提案・実践 

・ 尿漏れ体操などの日々のレクリエーションに取り入れ、排泄

問題への意識を高める 


